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「守口大根の収穫体験と浅漬け作り体験」を実施しました 

園芸農産課  
 
愛知県は野菜産出額、漬物出荷額ともに全国上位となっています。また、多くの伝統野

菜があり、青果だけでなく漬物の原料として利用されている野菜もあります。 

そこで本年度は伝統野菜であり、主に漬物として使われる守口大根をテーマに、「守口

大根の収穫体験と浅漬け作り体験」を 2026 年１月 17 日（土）に扶桑町で開催しました。 

 

１ 事業の概要 

  この取組は農林水産省の「消費・安全対策交付金」の事業メニューである「食文化の

保護・継承のための取組支援」を活用し、県民の方に本県産農産物及び漬物への関心を

高めていただき消費を促すとともに、漬物を通して伝統的な食文化への理解を深め、そ

の食文化を地域や家庭で受け継いでいただくことを目的として実施しました。 

 

２ 事業の内容 

㈱扶桑守口食品の職員を講師として、守口大根の収穫体

験や守口漬に関する講義、簡単な漬物作り体験など盛りだ

くさんの内容で実施しました。 

（１）守口大根の収穫体験 

親子連れでの参加も多く、地中深くまで伸びる守口大

根の長さに驚いていました。また、収穫は大変な労力で、

参加者からは、「生産者の大変さを実感した」等の声があ

りました。収穫した守口大根の長さを競う「長さコンクー

ル」も行い、141 ㎝の大根を堀った参加者が優勝するな

ど、盛り上がりました。 

（２）守口大根に関する講義 

   守口大根や漬物に関する講義をクイズを交えながら楽

しく行いました。小さな子供からも質問があるなど、和

やかな雰囲気の中、守口大根や漬物について学ぶことが

できました。 

（３）漬物作り体験 

   講義の後は守口大根を使った浅漬け作りに挑戦しまし

た。大根を包丁で切ったり、調味料を加えたりと、親子

で楽しそうに調理をしていました。 

  

  講習会後に実施したアンケートでは、「守口大根を初めて

収穫してその大変さに驚いた」、「伝統野菜と漬物により一

層興味が沸いた」等の感想があり、本県産の野菜や漬物の

魅力を知っていただく貴重な機会となりました。 

県では今後も本県の野菜と漬物を広くＰＲしていきます。 

守口大根の収穫体験の様子 

浅漬け作りの様子 

講義の様子 
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エゴマ新品種「No.７」導入によるエゴマ安定生産への取組 
新城設楽農林水産事務所 

 
北設楽郡設楽町では、「エゴマ」が古くから栽培され 

エゴマを使った伝統料理などが食されてきました。 

中でも、まろやかで深みのある味わいが特徴のエゴ 

マだれを使った「エゴマだれ五平餅」は「道の駅アグ 

リステーションなぐら」で人気商品となっています。 

このエゴマだれ五平餅には、原料として設楽町産の 

エゴマが使用されていますが、需要に見合うエゴマの 

生産量の低下が問題となっています。 

現在、主に栽培されている在来種の「名倉」は収穫 

量が多く、食味が良い点が評価されていますが、収穫時期が集中しているため、生産効率

の低下や、収穫時期に早霜の被害を受けやすいことから収穫量が減ってしまう点が生産量

不足の要因となっています。 

この課題を解決するために、県農林水産事務所では、県農業総合試験場（以下、農総試）

が開発した収穫時期の早い新品種「№７」（以下「№７」）を普及させることにより、エゴ

マを安定生産させる取組を支援しています。 

１ 農総試開発の新品種「№７」について 

「№７」は、収穫時期が９月下旬で「名倉」より１か月程度早いため、両品種を組み

合わせることで収穫時期の分散ができ、栽培面積の拡大が可能であるとともに、早霜を

回避することができます。この他にも、草姿がコンパクトで収穫・乾燥作業の負担軽減

も期待されます。「№７」の開発は、農総試の 2024 年の 10 大成果で１位に選出されてお

り、農林水産事務所では、設楽町・農総試と連携し、地域での普及を推進しています。 

 

２ 設楽町のエゴマ栽培について 

設楽町で約１ha のエゴマが栽培されており、うち約 60a では生産者９戸で組織する

「設楽町エゴマ研究会」が生産しています。「№７」の栽培許諾を受けている設楽町エゴ

マ研究会では、2024 年に種取りを行い、2025 年は６戸・26a で「№７」が初めて栽培・

出荷されました。 

 

３ 設楽町エゴマ研究会の活動支援 

農林水産事務所では、「№７」の栽培指導の他にも、 

研究会の取組を支援しています。2024 年は都市住民を 

対象としたエゴマ収穫体験イベント、2025 年は豊橋ハ 

ートセンター院長を講師として、「エゴマで健康になる  

最新の心臓病治療と健康食」をテーマとした講演会を 

開催し、エゴマの魅力発信や理解促進を図っています。 

 

４ 今後の取組 

設楽町の農業者に対してエゴマ栽培の普及を図るとともに、設楽町エゴマ研究会への

加入を働きかけていきます。また、これらの取組支援によって、耕作放棄地の発生抑制、

地域の活性化につなげていきたいと考えています。 

エゴマの栽培状況 

一番人気のエゴマだれ五平餅定食 
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大村知事が首都圏の消費者に本県産農産物を直接ＰＲ 
 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 
 
愛知県農産物需要拡大推進協議会（構成：愛知県、ＪＡあいち経済連）主催の「あいち

の農産物トップセールス」が 2026 年２月７日（土）にライフ大崎ニューシティ店（東京都
品川区大崎１丁目）前のイベント広場で開催されました。 
本イベントは、本県産農産物の約３割が出荷されている首都圏において、これらの一層

の知名度向上と需要拡大を目的として毎年開催されています。大村知事が直接、首都圏の
消費者に向けてＰＲを行っており、今年で 18 回目の開催となりました。 
 
１ 大村知事らが本県産農産物の魅力をＰＲ 

トップセールスでは、大村知事が「愛知は中部地区
最大の農業県です。今の時期に東京のスーパーに並ぶ
キャベツは愛知が全国一の生産額を誇ります。他にも、
トマト、いちご、おおばなど全国に自慢できる野菜や
果物がたくさんあります。ぜひともお買い求めいただ
き、ご家族やご友人に美味しさや魅力をお伝えくださ
い。」とＰＲしました。また、ＪＡあいち経済連経営管
理委員会の平野会長からも生産地のＰＲが行われ、本
県産農産物の魅力を来場者に強く印象づけました。 
その後、来場者 100 名を対象に「お楽しみ抽選会」

を実施し、特賞として５名に本県産農産物詰合せ
（キャベツ、トマト、いちごなど）を、参加賞として
95 名に本県のブランドいちご「愛きらり®」の２個入
りパックを配付しました。会場には親子連れが多く、
とても盛り上がっていました。 

 
２ 盛りだくさんのイベントも実施 

トップセールスの他にも多くのイベントを実施し、本県の魅力をＰＲしました。 
・「PRINCESS SAMURAI of JAPAN あいち戦国姫隊」による演舞と写真撮影会 
・来場者による本県産ミニトマト４種類の食べ比べと人気投票（151 名参加、１位「Azuki」
61 票、２位「レギュラー」56 票、３位「アイコ」20 票、４位「クレア」14 票） 

・ライフ大崎ニューシティ店内に特設売場を設置し、キャベツ、トマト、ふき、おおば
など 23 品目を販売   

・デジタルサイネージでＰＲ動画を放映（知事メッセージ、本県農業ＰＲ、キャベツＰＲ、
「愛きらり®」ＰＲ） 

   
 
 
 今回のトップセールスに合わせて、２月７日（土）と８日（日）の２日間、株式会社ラ
イフコーポレーションの首都圏全 140 店でも「愛知フェア」を実施し、販促活動に取り組
みました。今後もこのような取組を通じて、本県産農産物を多くの首都圏の消費者に知っ
てもらい、知名度向上と需要拡大を図っていきます。 

大村知事が消費者に直接ＰＲ 

あいち戦国姫隊による演舞 

参加賞を子供に手渡す大村知事 

本県産農産物の特設売り場 ミニトマト４種類の食べ比べ 

3

東京レポート



第 74回関東東海花の展覧会で本県産花きをＰＲ 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
2026 年１月 30 日（金）から２月 1日（日）にかけて、サンシャインシティ文化会館（東

京都豊島区東池袋）で「第 74 回関東東海花の展覧会」（主催：本県含む１都 11 県、一般社

団法人日本花き生産協会など花き関係５団体）が開催されました。 

 

１ 概要 

本展覧会は、花に対する理解促進と消費拡大を図り、花き産業の健全な発展に寄与す

ることを目的とした日本最大規模の花の展覧会です。開催前日の 29 日（木）には花の品

評会とフラワーデザインコンテストが行われました。また、30 日（金）には開場式で、

主催県である栃木県の福田知事が｢本展覧会を通じて多くの人々の花に対する関心を高

め、花のある暮らしの輪がさらに大きく広がることを期待しています。｣と挨拶しました。

会期中は、栃木県による花の装飾展示や品評会出品物の展示、産地紹介コーナーなどが

一般公開され、多くの来場者でにぎわいました。 

 

２ 品評会審査結果 

品評会では、本県を含む１都

11 県の生産者から切り花や鉢

物など合計1,450点が出品され

ました。本県からは 179 点が出

品され、68 点が受賞しました。

その内、農林水産大臣賞や農林

水産省農政局長賞などの特別

賞は 22 点でした。会場では、

カーネーションや、きくなど各

部門に分けて展示され、特別賞

を集めた展示コーナーも設置

されました。 

フラワーデザインコンテストでは 76 点が出品され、本県からの作品１点がブライダル

ブーケ部門で特別賞を受賞しました。 

 

３ 産地紹介コーナーにおける本県の展示 

  本県は生産量日本一を誇る洋らんをテーマに、大小様々なコ

チョウラン、カトレア、シンビジウム、デンドロビウムを展示し

ました。また、展示台にモニターを設置して愛知県花き温室園芸

組合洋らん部会が作成したＰＲ動画を放映し、洋らんの魅力や栽

培の様子を紹介しました。 

 

 首都圏の一般来場者の目に触れる本展覧会は、多くの出品物や産

地紹介コーナーを通じて、本県の花きの魅力を伝える機会になって

いました。 

洋らんを紹介(愛知) 

輪ぎく   アルストロメリア   カラテア 

農林水産大臣賞を受賞した本県出品物 
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１　３月の見通し

品目名　ふき

2021年 113 374 愛知 99%

実 2022年 58 514

2023年 62 489

績 2024年 47 576

2025年 42 681

64 527

40 650

　作付面積や入荷量が減少し続け
ると、量販店の売場面積の確保が
厳しくなってしまうので、前年並
の入荷量が確保できるようにお願
いしたい。また、３～４月の最需
要期に数量を増やすための出荷体
系の検討をお願いしたい。

５ヵ年平均

2026年見通し

愛知産の動き 産地概況

　本県産は、夏季高温の影響で生育が遅れ気
味であるため、入荷量は上中旬に増えてくる
ものの、例年よりペースは遅いと見込まれ
る。数量は、面積減少と夏期高温の影響によ
り前年よりやや減少する見込み。

東京都中央卸売市場における３月の主要な愛知産青果物の動向

　　　 区分
実績等

入荷量
(ｔ)

卸売価格
(円/kg)

前年上位３産地（％） 市場からの提言等
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２　入荷量・価格の動き

品目名　キャベツ

前年上位３産地（％） 愛知 52% 千葉 25% 神奈川 20%

品目名　トマト

前年上位３産地（％） 熊本 29% 栃木 27% 愛知 14%

愛知産の動き 産地概況

　本県は、気温上昇と適度な降雨により生育
が順調に進んで入荷量はピークとなり、前年
を大幅に上回ると見込まれる。
　千葉は、気温上昇と適度な降雨により生育
は前進傾向となっているものの、入荷量は前
年並になると見込まれる。神奈川は、春系品
種の生育が前月中旬の降雨で前進傾向となっ
ているため、入荷量は中下旬にまとまり、前
年をかなり上回ると見込まれる。

競合産地の動き（千葉） 競合産地の動き（神奈川）

競合産地の動き（熊本） 競合産地の動き（栃木）

愛知産の動き 産地概況

　本県は、気温上昇により入荷量は潤沢とな
り、前年をかなり上回る見込み。玉サイズは
平年より大玉傾向で、Ｌ以上が多くなると見
込まれる。
　熊本は、南側の産地で着果数が少ない果房
の収穫となるため、入荷量は前年をやや下回
ると見込まれる。栃木は、生育順調で玉肥大
も良いものの、結露による灰色かび病の発
生、気温上昇による黄化葉巻病等の発生によ
り、入荷量は前年並になると見込まれる。
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品目名　ミニトマト

前年上位３産地（％） 熊本 43% 愛知 18% 宮崎 12%

愛知産の動き 産地概況

　本県は、気温上昇とともに生育は順調とな
るものの、厳寒期の出荷が順調であったた
め、入荷量は大きく増えず前年並になると見
込まれる。
　熊本及び宮崎は、気温上昇とともに生育は
順調となり、入荷量は前年並になると見込ま
れる。いずれもＭサイズ中心となる見込み。

競合産地の動き（熊本） 競合産地の動き（宮崎）
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切　花　・　鉢　花　の　３　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　３月２日現在）　　　　　　　単位：千本、円／本

2021年 １，６６１ ６０
実 2022年 １，４５６ ６３

2023年 １，４８９ ６７
績 2024年 １，４２１ ５９

2025年 １，４８１ ４９

１，５０２ ５９

１，５００ ５０

概
　
要

2021年 １，８５４ ３７

実 2022年 １，８５４ ３７

2023年 １，４８８ ４１

績 2024年 １，３３０ ３１

2025年 １，０４２ ３７

１，５１４ ３７

１，１００ ３７

概
　
要

2021年 １，２９５ ５２

実 2022年 １，１７３ ５９

2023年 １，２９５ ５２

績 2024年 １，０８７ ６５

2025年 １，３７８ ４７

１，２４６ ５４

１，２５０ ５０

概
　
要

2021年 ２１６ ９３

実 2022年 １８０ １１９

2023年 ２１６ ９３

績 2024年 １９６ １１６

2025年 ２１０ １０１

２０４ １０４

２２０ １００

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、三重、沖縄からの入荷となる。中旬以降は彼岸需要もあり、M,S規格を中心に引

き合いも強まる見込み。上位等級は業務需要の動きで価格変動が大きくなる見込み。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2026年見通し

５ヵ年平均

2026年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入中心の入荷となる。国産は２月後半から出荷量が増加しており、前半もピン
ク中心に例年以上の出荷となる可能性がある。一方、輸入は入荷量が７割ほどとなる見込
み。２週以降は、春彼岸及び歓送迎会に向けた需要が期待される。

５ヵ年平均

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷となる。３月を通して生産状況は減少傾向となる。中旬頃からは彼岸需
要が高まるため、引き合いが強まる見込み。

５ヵ年平均

2026年見通し

2026年見通し

　和歌山、高知、熊本からの入荷となる。２月下旬から気温が高く推移したため、３月上
旬は出荷量が増加する見込み。

0

50

100

150

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本

数量

千本

月
昨年数量 数量 単価 昨年単価

0

10

20

30

40

50

60

70

0

500

1,000

1,500

2,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本
数量

千本

月

0

25

50

75

100

125

150

0

500

1,000

1,500

2,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本

数量

千本

月

0

50

100

150

200

0

100

200

300

400

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本
数量

千本

月

8



単位：千本、円／本

2021年 ２６９ １８８
実 2022年 ２４２ １９０

2023年 ２６９ １８８
績 2024年 ２２６ ２１６

2025年 ２２７ １９２

２４７ １９４

２３０ ２００

概
　
要

2021年 ４２５ ７５

実 2022年 ３３７ １０８

2023年 ３３２ １１８

績 2024年 ３３７ １１１

2025年 ３１５ １２１

３４９ １０５

３２０ １２０

概
　
要

2021年 ７４８ １０７

実 2022年 ７８２ １１４

2023年 ７４８ １０８

績 2024年 ７１９ １２９

2025年 ７７０ ９９

７５３ １１１

７５０ １１０

概
　
要

2021年 １，５０９ ６４

実 2022年 １，４４１ ６７

2023年 １，５４７ ６５

績 2024年 １，４４０ ６７

2025年 １，３３９ ６５

１，４５５ ６６

１，４００ ６５

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

2026年見通し

　オリエンタルユリは高知、宮崎、埼玉、愛知からの入荷となる。作付面積自体が多くな
いため、動きの少ない入荷となる見込み。鉄砲ユリ及びＬＡユリは、いずれもやや少ない
入荷が見込まれる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2026年見通し

　愛知、岐阜、三重、輸入中心の入荷となる。２月中旬以降の気温上昇により、国産は前
半に出荷ピークを迎える品種もみられる。輸入は依然として前年の７～８割の入荷見込
み。全体としては、前年並の入荷が予想される。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2026年見通し

　ミモザ、アカシアについては前進傾向で、気温によっては出荷が終了してまう可能性が
あることから、国際デー(ミモザの日)に向けた入荷は少ない年となる見込み。桜やコデマ
リなどは例年どおりの出荷はあり、卒業式需要には対応できる見込み。全体的に花木類は
前進しているため、４月上旬は少なくなる可能性がある。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2026年見通し

　コチョウランは微増し、国内産地からの入荷が増えてくる見込み。カトレアは気温の上
昇に伴い、増加傾向にある。デンファレはソニア中心に増加し、オンシジウムも上位等級
が増加すると見込まれる。シンビジウムは国産中心に入荷する予定。

0

100

200

300

400

0

100

200

300

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本

数量

千本

月

0

50

100

150

200

0

200

400

600

800

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本

数量

千本

月

0

40

80

120

160

200

0

200

400

600

800

1,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本

数量

千本

月

0

20

40

60

80

100

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単価

円/本

数量

千本

月

9



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　２月１8日現在）                単位：鉢、円／鉢

2021年 ４，３７５ ４２０

実 2022年 ５，６９３ ５０６

2023年 ７，８６９ ５１１

績 2024年 ３，３１７ ５９６

2025年 ５，０３１ ５７８

５，２５７ ５１８

５，０００ ５８０

概
　
要

2021年 ２８，６８４ ３，８７２

実 2022年 ２８，８３３ ４，２３６

2023年 ３５，６１１ ３，９７１

績 2024年 ３０，９８６ ３，５１４

2025年 ３２，５０７ ３，６１９

３１，３２４ ３，８３８

３２，０００ ３，６００

概
　
要

2021年 ６９，４５９ １９７

実 2022年 ５４，７９１ ２０６

2023年 ６４，６０５ ２１７

績 2024年 ４６，６２８ ２２６

2025年 ５１，０８２ ２２５

５７，２５８ ２０４

５１，０００ ２２５

概
　
要

フ
　
ァ
　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　入荷量は前年並と見込まれる。作付量は前年と大きな差がないため、横ばいで推移す
る見通しである。生産割合は５号から４号へ多少のシフトが見られるものの、相場への
影響は限定的と予想される。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（79.2％）、２位長
野（19.2％）、３位愛知（0.7％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2026年見通し

５ヵ年平均

2026年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は前年並と見込まれる。小鉢の３～４号が中心の出荷となり、５号以上につい
ては４月以降の入荷が多くなる見通しである。各種イベントにより需要が高まることが
見込まれるほか、３月は例年より気温が高い予報となっており、出荷が早まる可能性が
ある。価格については、前年秋以降の供給量減少により高値が続いており、この傾向の
まま、例年よりもやや高値で推移する見込みである。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（61.8％）、２位岐
阜（31.5％）、３位愛媛（4.7％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並と見込まれる。生産量についても、大輪・ミディともに需要期に向け
て前年並の見通しである。一方で、ミニタイプはやや減少する予測となっている。単価
については、全体として前年並で推移する見込みである。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（55.9％）、２位千
葉（9.4％）、３位静岡（5.4％）となっている。

５ヵ年平均

2026年見通し
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単位：鉢、円／鉢

2021年 ５６，６７７ ２７３

実 2022年 ４８，２４４ ２６４

2023年 ５７，６９６ ２７９

績 2024年 ４７，５７１ ３１４

2025年 ４９，６４３ ３０８

５１，９６６ ２８７

５０，０００ ３１０

概
　
要

2021年 ９５，０８２ ２２０

実 2022年 ８９，０５８ ２１７

2023年 ８８，８２５ ２０６

績 2024年 ６６，２８８ ２１７

2025年 ７４，０３２ ２０３

８２，６５７ ２１３

７４，０００ ２０３

概
　
要

2021年 １６，３６２ ６４３

実 2022年 １４，４５９ ６６１

2023年 １３，６１３ ７０９

績 2024年 １２，３５３ ６８４

2025年 １３，８０８ ６２９

１４，１１９ ６６４

１３，５００ ６３０

概
　
要

デ
　
ン
　
ド
　
ロ
　
ビ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

マ
　
ー
　
ガ
　
レ
　
ッ
　
ト

サ
　
イ
　
ネ
　
リ
　
ア

５ヵ年平均

2026年見通し

　入荷量は前年より減少する見込み。出荷規格は４～６号が中心となり、全体として減
少傾向となる見込み。２月は気温こそ低いものの、日照量が多い場合には開花が進むた
め、入荷自体は順調となる見込み。ただし、２月から続く販売不振が解消されていない
場合には、相場は引き続き厳しい展開となる可能性がある。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（47.1％）、２位岡
山（20.4％）、３位高知（17.5％）となっている。

2026年見通し

　入荷量は前年並と見込まれる。生産は小鉢が微減となり、６号など大きいサイズは前
年よりも減少する見込み。価格が不安定になりやすいサイズから生産が減少する傾向は
やむを得ない面があるが、結果として相場の安定につながることが期待される。当月は
装飾などの需要が高まる時期であることから、４～５号サイズの引き合いが強くなる見
込み。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（30.2％）、２位静
岡（20.2％）、３位岐阜（12.8％）となっている。

2026年見通し

　入荷量は前年並と見込まれる。一部産地では生育の遅れが見られ、装飾需要に合わせ
た３月初旬から中旬の出荷については、４号～５号が品薄となる見通し。経理面の事情
から産地の設定価格が値上げされていることもあり、価格は例年より底堅く推移するも
のと見込まれる。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（22.2％）、２位香
川（17.6％）、３位埼玉（14.4％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均
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あいち農産物生産流通レポート №631 

２０２６年３月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


